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千代田区教育委員会

「4がつから、ここでべんきょうするんだね。いまからわくわくします」
昌平小体験入学

ゞご冶凡、凡ゞこぺ旦

こくこのじゅぎょうをけんがくし、

そのあとじゅぎょうにさんかしました。

とてもたのしかったです。

1ねんせいのおにいさん、おねえさん、

ありがとう。

きゅうしょく、とてもおいしかった。
9 ▲’ 

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



◆
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

近
年
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進

行
な
ど
に
よ
リ
、
社
会
の
状
況
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
保
護
者
の

中
に
は
、
育
児
に
対
す
る
不
安
を
持

ち
、
孤
立
感
を
深
め
て
い
る
人
も
お

リ
、
乳
幼
児
の
育
成
環
境
の
整
備
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
千
代
田
区
で
は
、
現
在

の
い
ず
み
保
育
園
・
和
泉
幼
稚
園
に

従
来
の
保
育
園

・
幼
稚
園
の
枠
を
超

え
た
千
代
田
区
型
幼
保
一
元
施
設

「
い
ず
み
こ
ど
も
園
」
を

4
月
1
日

開
設
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
園
の
特
徴

現
在
、
保
育
園
は
厚
生
労
働
省
、
幼
稚
園
は

文
部
科
学
省
と
、
所
管
官
庁
が
分
か
れ
て
い
る

た
め
、
制
度
的
に
は
両
者
の
壁
は
厚
く
、
地
域

の
子
ど
も
が
年
齢
や
保
護
者
の
就
労
形
態
で
区

別
さ
れ
、
同
じ
内
容
の
育
成
課
程
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
千
代
田
区
で
は
‘

―
つ
の
施
設
で

一
貫
し
た
保
育

・
教
育
を
行
う
千
代
田
区
型
幼

◆
一
元
的
な
育
成
を
行
い
ま
す

◆
一
貫
し
た
乳
幼
児
育
成
を
行
い
ま
す

保

一
元
施
設
を
創
設
す
る
た
め
、
千
代
田
区
立

こ
ど
も
園
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

保
育
園
の
対
象
と
な
る
「
保
育
に
欠
け
る
乳

幼
児
」
だ
け
で
な
く
、
「
保
育
が
必
要
な
乳
幼
児
」

の
入
園
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
相
談
相
手
も
な
く
、
子
育
て

に
不
安
が
あ
る
」
「
長
時
間
保
育
が
必
要
だ
が
、

幼
稚
園
教
育
も
受
け
さ
せ
た
い
」
な
ど
の
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
所
保
育
士
指
針
と
幼
稚
園
教
育
要
領
に

基
づ
く

一
貫
し
た
育
成
方
針
を
作
成
し
、

0
歳

時
か
ら
5
歳
児
ま
で
の
継
続
し
た
育
成
を
行
い

ま
す
。

今
ま
で
、
保
育
園
と
幼
稚
園
は
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
高
め
な
が
ら
、
子
育
て
の
知
識
・
技

術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
て
い
ま
す
。

1
人
の
園
長
の
も
と
で
幼
稚
園
教
諭
と
保
育
士

が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
の
能
力
を

向
上
さ
せ
、
よ
り
良
い
子
育
て
環
橙
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
入
園
要
件
が
広
が
り
ま
し
た

千
代
田
区
型
幼
保
一
元
施
設

一
こども園保育時間の代表的なパターン

3歳～5歳

午前7:30 長時間保育 短時間保育 0歳～2歳

9 :00 早朝保育 ＼＼＼ ＃ 

コアタイム 決定相談保育

午後2:00 しの時まう間

通常保育 ＃ すえは

6:30 
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【
こ
ど
も
園
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

こ
ど
も
園
胴
設
準
伺
室

こども園の保育料・給食費

こ
ど
も
園
」

保
護
者
が
保
護
者
の
勤
務
時
間
帯
や
勤
務
場
所

な
ど
の
就
労
形
態
に
合
わ
せ
て
、
保
育
時
間
の
パ

タ
ー
ン
が
選
択
で
き
ま
す
。

＃
短
時
間
保
育
の
場
合
、
保
護
者
の
都
合
に
よ

り、

一
時
的
に
保
育
が
必
要
に
な
っ
た
在
園
児
に

つ
い
て
は
「
預
か
り
保
育
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

年齢・区分 保育料 （月額） 給食費（月額）

0~2歳児
所得に応じて 保育料に

0円～57,500円 含まれています

長時間 所得に応じて
7,100円（年12回）

3~5歳児
保育 0円～10,900円

短時間 所得に応じて 4,000円

保育 0円～5,500円 (8月を除く年11回）

※延長保育料は、

所得に応じて月額0円～5,700円が別途かかります
＃預かり保育料は2時間あたり200円別途かかります

保
護
者
の
所
得
状
況
と
保
育
時
間
の
パ
タ
ー
ン

に
応
じ
て
保
育
料
を
定
め
ま
す
。

◆
保
育
時
間
の
パ
タ
ー
ン
が

選
択
で
き
ま
す

◆
保
育
料
は
、

応
じ
ま
す

千代田の将来を担う人材の育成と、

千代田らしい新たな文化の創造めざして

所
得
と
保
育
時
間
に

子

ど

も

と

保

護

者

の

視

点

に

立

っ

て

創

設

し

ま

すい

ず

み

ヽ1/n 

平成14年度の教育H標（概要）

教育は、常に、普遍的でしかも個性的な文化の創造と豊かな社会の形成に貢献する

ことを期すとともに、社会の変化に対応して、絶えずそのあり方を見直しながら行わ

れなければなりません。
のっと

このような考えに立ち、千代田区教育委員会は、教育基本法に則り、千代田区の

教育の歴史と伝統を踏まえ、我が国の歴史や文化を継承•発展させることのできる、

心身ともに健康で人間性豊かな区民の育成を願い、教育を推進します。

そこで、以下の「教育目標」に基づき、千代田に誇りと愛着をもち、将来を担う

人材の育成と、学習とスポーツ活動を通じて、生涯にわたり区民が生きがいのある

社会生活を営むことができるよう、積極的に教育行政を推進します。

千代田区教育委員会は「千代田区新世紀構想」に示された「都心の

魅力にあふれ、文化と伝統が息づくまち千代田」の基本理念の基に、未

来を担う子どもたちに対して以下に示した人間像の育成に向けて教育を

推進します。

0社会規範を身に付け、社会に貢献しようとする人間

0 個性を磨き、生涯を通じて学ぶ意欲と創造力をもった人間

0 社会の変化に対応し、国際社会で活躍できる人間

また、 学校教育及び社会教育を充実し、誰もが生涯を通じて主体的に

学ぶことのできる生涯学習社会の実現を図ると ともに、受け継がれてき

た伝統文化を育てながら、千代田らしい新たな文化を創り出していける

ようにします。

そして、教育は、家庭、学校及び地域のそれぞれが責任を果たし、連

携して行われなければならないものであるとの認識に立って、千代田区

に住み、働き、学び、集う、すべての人々が教育に参加することを目指

します。
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区立中等教育学校の教育P荘i]
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自分のライフプランを築き、自己実現のための力を身につける進路学習をする

〈例えば次のような学習〉

◇キャリアガイダンス ◇職場体験学習 ◇資格技能習得や上級学校進学へ向けた科目の設定

＊時間割のなかに「自己の生き方」や主体的な進路選択の力を学ぶ授業を設定。

*6年間をかけ、繰り返 し 自分を知ったり、様々な試みを し ながらラ イ フプランを築いていく 。

継続的な心の教育を通して、人としての在り方や生き方を学び、社会人になる準備をする

〈例えば次のような学習〉

◇幅広い異学年集団での交流 ◇介護体験、 保育体験 ◇地域でのボランティア学習

*12歳から18歳まで合同で学校行事に取り組み、先輩から学ぶ。

＊幼児や高齢者との出会いを通して人や地域から学び、豊かな人間性を育む。

一人一人のよさを発掘し、そのよさを伸ばすシステムを用意する

〈例えば次のような学習〉

◇科目の種類、 学習の深さ、授業速度に対応した選択幅のある教育課程

◇生徒自身に よ る時間割作成（後期課程） ◇発表学習やデイベート学習

◇海外派遣交流や山 村留学 ◇教科教室制、ノ ー チャイム制 ◇課題研究（卒業プロジェクト）

◇社会人講師に よ る専門、探求科目 ◇ 区内の大学や専門学校と連携

◇ 地 域の人材を活用した講座、 科目

＊少人数授業の実施に よ り、 じっくり学ぶ生徒や発展的に学びたい生徒に対応する。 さらに進んだ学習を

希望する場合は、学年を越えて授業を受けることも可能。

＊生徒一 人 一 人の興味関心 に応じて、 自ら選んだ分野を探求する。
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教

育

委

員

会

で

は

、

平

成

12年

8

月

の

中

学

校

教

育

検

討

会

報

告

を

受

け

、

新

た

な

中

等

敦

育

の

具

体

化

を

図

る

た

め

、

13年

8
月

に

教

育

委

員

会

試

案

を

作

成

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

試

案

の

内

容

に

つ

い

て

区

民

、

保

護

者

及

び

学

校

関

係

者

等

の

意

見

を

幅

広

く

伺

う

た

め

、

説

明

会

を

開

催

す

る

と

と

も

に

「

中

学

校

将

来

像

検

討

区

民

会

議

」

を

同

年

8
月

に

設

置

し

、

こ

の

間

、

た

く

さ

ん

の

方

々

か

ら

率

直

な

ご

意

見

．

ご

要

望

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

こ

の

た

び

、

そ

れ

ら

の

貴

重

な

ご

意

見

を

反

映

さ

せ

、

試

案

の

内

容

に

修

正

を

加

え

、

「

千

代

田

区

の

中

等

教

育

の

将

来

像

素

案

」

と

し

て

取

リ

ま

と

め

ま

し

た

。

今

後

、

区

民

の

皆

さ

ん

に

は

、

こ

の

素

案

の

内

容

を

十

分

に

お

知

ら

せ

し

、

ご

理

解

を

い

た

だ

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

そ

の

後

、

14年
度

の

早

い

時

期

に

「

千

代

田

区

の

中

等

教

育

将

来

像

」

と

し

て

、

こ

れ

か

ら

の

中

学

校

像

を

最

終

的

に

公

表

す

る

予

定

で

す

。

(

1

)

日

本

の

未

来

を

担

う

人

材

育

成

日

本

と

世

界

が

激

し

い

変

化

に

直

面

す

る

な

か

、

国

家

の

発

展

、

世

界

貢

献

の

た

め

、

明

る

い

未

来

を

切

り

拓

い

て

い

く

担

い

手

と

な

る

人

材

の

育

成

が

重

要

。

社

会

病

理

の

拡

大

予

防

の

観

点

か

ら

も

教

育

へ

の

期

待

は

大

き

い

。

(
2
)
千

代

田

区

の

教

育

改

革

本

区

は

近

代

教

育

発

祥

の

原

点

で

あ

り

、

教

育

に

力

を

注

い

で

き

た

。

平

成

10年
以

降

、

教

育

の

目

的

や

シ

ス

テ

ム

の

検

討

を

進

め

て

き

た

。

中

等

教

育

の

改

革

の

中

心

施

策

は

、

中

高

一
貫

教

育

校

の

新

設

、

特

色

あ

る

学

校

づ

く

り

な

ど

。

(

3

)

公

教

育

の

使

命

と

中

高

一

貫

教

育

私

立

学

校

へ

の

進

学

者

が

多

い

の

は

、

区

立

中

学

校

の

魅

力

の

減

少

と

受

け

止

め

、

そ

の

復

権

に

努

め

る

。

高

校

が

義

務

教

育

化

し

て

お

り

、

中

高

一
貫

教

育

へ

の

希

求

が

高

ま

っ

て

い

る

。

本

区

は

、

基

礎

的

自

治

体

と

し

て

未

来

の

人

材

育

成

に

一
定

の

役

割

を

果

た

す

た

め

に

、

区

立

の

中

等

教

育

学

校

を

設

置

す

る

。

2
適

正

規

模

の

基

本

的

な

考

え

方

(

1

)

集

団

の

中

で

の

教

育

の

充

実

1
千

代

田

区

に

お

け

る

中

等

教

育

改

革

の

方

向

「
千
代
田
区
の
中
等
教
育
将
来
像
素
案
」

を
作
成
し
ま
し
た

8
中

等

教

育

学

校

及

び

在

来

型

中

学

校

の

配

置

今

後

は

、

抑

制

し

て

い

く

方

向

で

具

体

的

な

方

法

を

検

討

す

る

。

＊

現

在

は

5
中

学

校

平

均

で

如

％

(

5

5

1

人

・
平

成

13年

5
月
1
日

時

点

）

(

1

)

千

代

田

区

の

中

等

教

育

に

共

通

す

る

目

標

①

生

き

生

き

と

楽

し

く

通

え

る

豊

か

な

心

の

在

来

型

中

学

校

の

充

実

【
共

通

の

基

盤

】

①

学

力

の

向

上

8
0基
礎

・
基

本

の

確

実

な

定

着

と

個

に

応

じ

た

指

導

の

充

実

0
教

員

の

指

導

力

向

上

と

授

業

改

善

②

豊

か

な

人

間

性

の

育

成

8
0奉
仕

活

動

や

体

験

活

動

の

促

進

0
道

徳

教

育

の

充

実

③

国

際

社

会

で

活

躍

で

き

る

力

の

育

成

8

0国

際

理

解

教

育

の

推

進

0
情

報

教

育

の

推

進

〇

環

境

教

育

の

推

進

④

進

路

選

択

と

そ

の

実

現

妙

0
個

性

を

伸

ば

す

教

育

の

推

進

〇

勤

労

観

・
職

業

観

を

は

ぐ

く

む

教

育

の

推

進

【
特

色

化

】

基

本

的

な

方

向

0
国

際

理

解

教

育

教

育

0
福

祉

教

育

（

学

校

と

の

協

議

の

も

と

に

進

め

る

）

学

校

数

は

将

来

的

に

3
校

（

在

来

型

中

学

校

2

校

、

中

等

教

育

学

校

1
校
）

①

在

来

型

中

学

校

麹

町

、

神

田

の

各

地

区

に

1
校

ず

つ

設

置

②

中

等

教

育

学

校

都

立

高

等

学

校

の

移

譲

を

受

け

、

区

立

中

学

校

と

併

せ

て

こ

れ

を

母

体

と

し

、

区

の

中

央

部

に

設

置

す

る

方

針

7
 5

こ

れ

か

ら

の

中

等

教

育

の

あ

り

方

4
区

域

外

就

学

生

徒

に

関

す

る

考

え

方

現

在

生

徒

数

学

校

数

学

級

数

3
中

学

校

の

適

正

規

模

0
情

報

①

人

と

の

関

わ

り

の

中

で

社

会

性

や

豊

か

な

人

間

性

を

育

て

る

＊

一
定

規

模

以

上

の

集

団

や

ク

ラ

ス

替

え

は

、

自

分

と

異

な

る

考

え

方

や

生

活

環

境

が

あ

る

こ

と

を

知

り

、

こ

れ

を

認

め

、

尊

重

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

自

己

を

高

め

る

機

会

を

増

や

す

。

②

集

団

活

動

（

授

業

や

学

級

活

動

等

）

の

活

性

化

に

よ

り

、

自

己

の

能

力

や

適

性

を

磨

く

(

2

)

教

育

指

導

と

学

校

運

営

の

充

実

①

多

様

な

教

育

指

導

の

展

開

＊

選

択

幅

の

広

い

教

育

に

対

応

し

指

導

力

を

維

持

・
向

上

す

る

た

め

の

教

員

数

の

確

保

②

校

務

分

掌

（

教

員

が

担

当

す

る

授

業

以

外

の

事

務

）

の

軽

減

＊

学

校

規

模

の

適

正

化

を

図

り

、

一
定

以

上

の

教

員

を

確

保

す

る

こ

と

で

、

校

務

負

担

の

軽

減

を

図

る

。

12学
級

(
1学
年

4
学

級

・

1
学

級

30人
以

下

）

1
学

級

あ

た

り

平

均

約

33人

1
学

校

あ

た

り

300ー

360人

3
校

程

度

※

素

案

の

内

容

（

全

文

）

は

、

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

回
h
t
t
p
:
/
/
w

w

w
.c
i
t

y

.c
hi
y

o
d
a
.
 
t

o
ky
o
.j 
p
 

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

中等教育学校 在来型中学校

第 1案
九 段高等 学校敷地 2 校
（九 段 中・ 九 段高校を母体とする）

第2案 九段高等 学校敷地 2 校
（一 橋 中・九段 高 校を母 体 と する ）

第 3案
一 橋 中・一橋 高等学校敷地

2 校
（一 橋 中・一橋 高 校を母 体 とす る）

【区の方針に基づく学校の配置案】
◇

―

つ

の

学

校

と

し

て

一
体

的

に

中

高

一
貫

教

育

を

行

う

◇

高

校

受

験

の

な

い

6
年

間

を

活

用

し

た

特

色

あ

る

教

育

課

程

◇

学

力

を

身

に

付

け

た

、

教

養

豊

か

な

未

来

の

人

材

を

育

成

【
基

本

的

な

枠

組

】

◇

全

日

制

課

程

◇

単

位

制

普

通

科

（

後

期

課

程

）

◇

24学
級

規

模

(

1

学

年

4
学

級

X

6
学

年

）

◇

二

学

期

制

◇

2
|
2
|
2型
の

節

目

(

1

、

2
年

基

礎

学

力

養

成

期

3
、

4

年

充

実

期

5
、

6
年

発

展

期

）

【
入

学

条

件

】

◇

区

立

小

学

校

卒

業

予

定

者

◇

6
年

間

を

通

し

て

在

学

す

る

こ

と

◇

定

員

超

過

の

場

合

は

面

接

、

作

文

、

集

団

活

動

等

に

よ

る

選

考

（

学

力

試

験

は

な

し

）

移

譲

を

希

望

す

る

都

立

高

等

学

校

の

条

件

①

区

立

中

等

教

育

学

校

の

想

定

規

模

に

見

合

う

敷

地

及

び

校

舎

を

有

し

て

い

る

。

②

区

の

ほ

ぽ

中

央

に

位

置

し

、

交

通

の

利

便

性

が

高

く

、

周

辺

環

境

が

良

好

で

あ

る

。

6
中

等

教

育

学

校

（

区

立

）

の

新

設

平

成

18年

4
月

開

校

育

つ

中

学

校

②

基

礎

基

本

の

学

力

が

し

つ

か

り

身

に

付

き

、

個

性

が

伸

長

す

る

中

学

校

③

健

康

で

体

力

の

あ

る

子

ど

も

を

育

て

る

中

学

校

(

2

)

学

校

選

択

制

の

推

進

（

通

学

区

域

の

弾

力

化

）

千

代

田

区

全

域

を

対

象

に

、

学

校

選

択

制

を

平

成

15年
度

か

ら

実

施

•

平
成
1
4年
度
か
ら
完
全
学
校
週
5

日

制
ス
タ

ー

ト

、

新

学

習

指

導

要

領

完

全

実

施

•

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

5
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①

国

際

理

解

、
情
報
、
環
境
、
福
祉
、

健
康
な
ど
従
来
の
教
科
を
ま
た
が
る
よ
う

な
課
題
に
関
し
て
学
習

②
子
ど
も
た
ち
の
興
味

•
関
心
に
基
づ
く

課
題
に
関
す
る
学
習

③
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
に

関
す
る
学
習

平
成
12
年
度
か
ら
段
階
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
千
代
田
区
立
の
小

・
中
学
校
で

は
全
て
の
学
校
で
既
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
具
体
的
な
例
と
し
て
、
九
段
小

の
自
然
観
察
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、

教
科
等
で
身
に
つ
け
た
知
識

・
技
能

等
を
基
盤
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
自
分

で
判
断
し
、
学
び
方
や
調
べ
方
を

身
に
つ
け
、
自
ら
進
ん
で
表
現
で

き
る
力
を
養
い
、
実
際
の
生
活
に

生
か
し
て
い
く
力
を
は
ぐ
く
む
こ

と
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
学
習
内
容
は
各
学
校

で
独
自
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
、

次
の
よ
う
な
学
習
を
行
い
ま
す
。

「生きる力」とは？

• 自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、

主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解

決する能力

・自らを律しつつ、他人と協調し、他人を

思いやる心や感動する心など豊かな人間性

・たくましく生きるための健康と体力

今
年

4
月
か
ら
区
立
小

・
中
学
校

で
は
、
新
し
い
教
育
指
導
要
領
に
基

づ
い
た
教
育
が
始
ま
リ
ま
す
。

「
ゆ
と
り
」
の
中
で
「
特
色
あ
る

教
育
」
を
展
開
し
、
基
礎

・
基
本
的

な
内
容
を
確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
と
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
カ

な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

こ
と
な
ど
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

2
月

15
日
（金）、

九
段
）

5
年
生
が
、

指
導
員
に
東
京
女
子
体
育
短
期
大
学
講
師

松
田
邦
雄
氏
と
田
園
調
布
雙
葉
小
学
校
講

師
永
井
翌
＿
氏
を
お
迎
え
し
、
九
段
）
の

福
岡
先
生
と
科
学
技
術
館
の
職
邑
の
協
力

で
作
成
し
た
「
自
然
観
察
の
手
引
き
」
な

ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
、
北
の
丸

公
園
の
植
物
や
、
お
堀
に
集
ま
る
鳥
や

昆
虫
な
ど
の
自
然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

公
園
内
の
樹
木
に
は
常
緑
樹
と
落
葉

樹
が
あ
る
こ
と
、
枝
の
広
が
り
か
た
に

を
虫
眼
鏡
で
の
ぞ
い
た
リ
し
て
、
厳
し
い

冬
の
寒
さ
に
耐
え
、
春
に
向
か
っ
て
準
偶

を
し
て
い
る
身
近
な
自
然
に
ふ
れ
ま
し
た
。

平
成

14年
4
月
か
ら
＼
 4
 
． 

九
段
小
の
自
然
観
察

の
新
設

)
 

新
教
育
課
程
の
実
施
を
目
前
に
し
て
、
学

力
低
下
を
懸
念
す
る
声
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。
千
代
田
区
で
は
、
「
基
礎
学
力
向
上
プ
ラ

ン
」
と
「
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」
を
柱
に
、

完
全
学
校
週
5
日
制
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

千
代
田
区
の

完
全
学
校
週

5
日
制
へ
の
対
応

学
校
週

5
日
制
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
社
会
の
三
者
が
協
力
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」

を
は
ぐ
く
み
、
健
や
か
な
成
長
を

促
す
も
の
で
す
。

土
曜
日
や
日
曜
日
を
利
用
し
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち

が
様
々
な
生
活
体
験
や
自
然
・
社

会
体
験
、
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

な
ど
を
豊
富
に
経
験
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

完
全
学
校
週

5
8制
が
始
ま
り
ま
す

,.♦ / ・ 

ビ］

◄ 当日使った
手引きや

パンフレット類

①

「
基
礎
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
の
実
施

個
性
の
伸
張
と
学
力
の
確
実
な
定
着
の
た

め
に
、
少
人
数
指
導
の
実
施
や
、
小
学
校
に

お
け
る
教
科
担
任
制
の
推
進
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
基
礎
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
区
独
自
の
非
常
勤
講
師

等
を
配
置
し
ま
す
。

平
成
1
4
年
度
か
ら
教
科
担
任
制
を
小
学
校

2
校
で
導
入
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
全
小
学
校
へ

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
千
代
田
区
独
自
の
学
力
達
成
度
調

査
を
毎
年
実
施
し
ま
す
。

②

「
区
立
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」

休
日
と
な
る
土
曜
日
や
日
曜
日
に
は
、
学

校
施
設
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
親
子

で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
等
の
教
室
、
科

学
好
き
な
子
ど
も
の
た
め
の
科
学
教
室
な
ど

を
実
施
す
る
「
区
立
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」

を
設
置
し
ま
す
。

い
く
つ
か
種
類
が
あ
る
こ
と
、
足
下
に
咲

い
て
い
る
小
さ
な
花
の
名
前
の
由
来
な
ど

を
、
実
際
に
見
た
リ
手
に
取
リ
な
が
ら
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
双
覗
鏡
で
水
辺
の
鳥
の

様
子
を
観
察
し
た
リ
、
木
の
芽
や
っ
ぽ
み

中
学
校
で
新
し
い
教
育
が
始
ま
り
ま
す

パソコンの操作を幼稚園児に紹介しています

幼稚園と小学校の連携 番町小

千
代
田
区
が
進
め
て
い
る

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
例

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
学
校
が

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
校
教
育

を
展
開
し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
、
各
学
校
の
自
由
度
を
拡
大
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
子
ど
も
の
実
態
に
よ
り
即
し
た

個
性
を
生
か
す
教
育
が
展
開
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

・
幼
稚
園
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の

実
施

・
幼
稚
園
、
小
学
校
の
連
携
｀

・
一
斉
清
掃
な
ど
地
域
へ
の
奉
仕
活
動

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

③

「
土
曜
日
の
学
習
相
談
教
室
の
開
催
」

さ
ら
に
、
土
曜
日
は
、
子
ど
も
の
学
習
状
況

に
応
じ
た
個
別
指
導
に
よ
る
発
展
的
な
学
習

相
談
の
機
会
を
適
宜
設
け
、
社
会
人
や
大
学

生
等
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

放
課
後
や
夏
期
休
業
中
に
つ
い
て
も
、
補

習
等
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

6
 7

 



→ 

長
岡

「とても貴重な経験になりました」

石川区長に成果を報告しました 区長室にて

でき ‘̀‘ 
し一 と

全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

読
売
新
聞
社
賞
受
賞
お
め
で
と
う

ヽヽヽ

`~̀ 公・・ 一~，
 ．、
ふ
中
「
第
5
1
回
全
国
小

・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
（
読
売
新
聞
社
主
催
、
文
部
科
学
省
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
後
援
、
（
財
）
日
本
漢
字
能

力
検
定
協
会
、
J
R
東
日
本
、
J
R
東
海
、
J
R

西
日
本
協
賛
、
ぎ
ょ
う
せ
い
協
力
）
中
央
審
査

ま

よ

で
、
平
林
万
葉
さ
ん
（
麹
町
中
1
年
）
の
「
う
そ

つ
き
イ
エ
ロ
ー
と
呼
ば
れ
て
」
が
中
学
生
の
部
・

読
売
新
聞
社
貸
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
差
別
さ
れ
た

体
験
を
通
し
て
、
痛
み
や
悲
し
み
を
紹
介
。
人
種

差
別
の
根
深
さ
を
感
じ
つ
つ
、
人
々
が
共
に
平
和

で
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
、

差
別
に
正
面
か
ら
立

ち
向
か
う
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

平
林
さ
ん
は
「
差
別
に
は
冷
静
に
な
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
。
感
情
的
に
な
る
と
か
え
っ
て
ひ
ど

く
な
る
。
け
ん
か
に
な
る
。
で
も
、
冷
静
に
な
る

の
は
難
し
い
。
」
と
言
葉
を

一
語
一
語
か
み
し
め

る
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

道
徳
の
時
間
に
こ
の
作
文
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

「
差
別
を
始
め
て
知
っ
た
」
「
差
別
は
恐
い
」
な
ど

の
感
想
を
聞
き
「
思
い
が
伝
わ
っ
た
」
と
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

将
来
は
、
世
界
で
戦
争
や
貧
困
で
困
っ
て
い
る

人
々
の
た
め
に
働
き
た
い
、
宇
宙
飛
行
士
に
も
な

り
た
い
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人
権
週
間
に
あ
た
り
人
権
尊
重
意
識
の
向
上
を

目
的
と
し
た
「
人
権
意
識
啓
発
パ
ネ
ル
展
」
（
男

女
平
等
・
人
権
課
主
催
1
2
月
4
日
i
1
0
日
千
代
田

区
役
所
1
階
）
に
番
町
小
5
年
生
の
標
語
8
4
点
、

お
茶
の
水
小
5
年
生
の
ポ
ス
タ
1
3
1
点
、
麹
町
中

1
年
生
の
作
文
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
じ
め
、
悪
口
は
や
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け

る
作
品
、
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
、
手
を
差
し
伸
べ
る
イ
ラ
ス
ト
や
、
笑
顔

で
手
を
つ
な
ぐ
人
々
の
姿
が
描
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
「
人
権
尊
重
」
へ
の
訴
え
に
、

区
役
所
を
訪
れ
た
人
々
も
、
足
を
止
め
て
眺
め
て

い
ま
し
た
。A

t
 

和
泉
小
学
校
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
部

『第
2
回
定
期
演
奏
会
』
に
ぜ
ひ
来
て
ね

フ
ル
編
成
の
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
や
、
ベ
ニ
ー
・
グ

ッ
ド
マ
ン

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
演
奏
し
ま
す
。
ス
イ
ン
グ
感
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
フ
ル
な
演
奏
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

曲

目

／
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド

シ
ン
グ

・
シ
ン
グ

・
シ
ン
グ
ハ
ウ
・
ハ
イ

・
ザ

・
ム
ー
ン
ほ
か

日

時

／
平
成
1
4
年
3
月
2
4
日
（
日
）
開
場
／
午
後
1
時
開
演
午
後
1
時
3
0
分

会

場

／
和
泉
小
学
校
入
場
無
料

【
問
合
せ
】

和
泉
小
学
校
3
8
6
6
_

3
9
3
9

2
月
1
5
日
（
金
）
麹
町
小
に
て

「
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
む
集
い
」

（（
財
畜
舎
小
都
司
厨
士
協
会
千
代
田
・
港
支
部
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
1
年
生
4
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

机
を
合
わ
せ
て
テ
ー
プ
ル
を
つ
く
り
、

真
っ
白

な
ク
ロ
ス
を
か
け
る
と
、
教
室
が
レ
ス
ト
ラ
ン
に

様
変
わ
り
。
各
テ
ー
プ
ル
に
白
衣
の
シ
ェ
フ
が
つ

き
、
食
材
や
テ
ー
プ
ル
マ
ナ
ー
な
ど
の
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

「
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
は
む
ず
か
し
い
。
で
も
、

と
て
も
お
い
し
か

っ
た
」
「
苦
手
な
野
菜
も
食
べ

た
ら
お
い
し
か

っ
た
」
と
い

っ
た
子
ど
も
た
ち
の

喜
び
の
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

貴
重
で
充
実
し
た
1
1
日
間
で
し
た

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー

生
徒
海
外
交
流
教
育
派
遣

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
後
、
延
期
さ
れ

て
い
た
「
千
代
田
区
立
中
学
校
生
徒
海
外
交
流
教

育
派
造
」
が
1
月
2
4
日
ー
2
月
3
日
に
実
施
さ

れ
、
生
徒
1
4
名
が
、
英
国
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー

市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
4
日

（月
）
の
区
長
室
で
の
帰
国
報
告
会
で

は
、
英
語
は
も
ち
ろ
ん
「
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
」
や

「
盲
導
犬
」
等
各
自
取
り
組
ん

で
い
た
研
究
成
果

を
区
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
市
立
学
校
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
体
験
に

つ
い
て

「生
活
習
慣
の
違
い
に
驚
い
た
」
「
派
遣

で
得
た
経
験
を
学
校
の
み
ん
な
に
伝
え
た
い
」
「
日

本
に
招
く
時
の
た
め
に
、
英
語
と
日
本
の
文
化
や

歴
史
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
く
な
っ
た
」
な

ど
、
長
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
熱
く
語
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
励
ま
し
あ
っ
て
完
歩
し
た
ゾ

2
月
2
日
（
土
）
、
3
日
（
日
）
子
ど
も
体
験
教
室

「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
千
代
田
区
と
小
平
市
に
あ
る

区
立
花
小
金
井
学
園
間
（
約
3
0
k
m
)
を
夜
を
徹
し

て
歩
き
と
お
す
も
の
で
、
中
学
生
は
往
復
、
小
学

生
は
学
園
か
ら
区
ま
で
の
片
道
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

2
日
午
後
4
時
、
九
段
社
会
教
育
会
館
を
出
発

し
た
中
学
生
1
0
名
は
、
午
後
1
1
時
半
過
ぎ
に
花
小

金
井
学
園
に
到
着
、
こ
こ
で
小
学
生
3
5
名
が
合
流

し
、
総
勢
4
5
名
が
午
前
0
時
千
代
田
区
へ
出
発

し
ま
し
た
。
当
日
は
最
低
気
温
4
℃
、
午
前
6
時

す
ぎ
か
ら
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
が
、
午
前
9
時

全
員
が
無
事
完
歩
し
ま
し
た
。

.- ..一＝ニニ=-..- ..- ..- ..- ..- ..- ..ーニニ=-..- ..- ..- .. 
り まてまにの 訓児を小 殉?.. -~9'Tg,•屁
；こ翡 kこ、と厨稟烹喜 息贄悶岱難戸井M}松 喜事
さ頭 ゜の ゜民捧げ児石助た児 8畠靡 本 星

い公 地翌かげ 童 碑け際 童年 が公 訓i;
。翌 知］呈函砂：。芝扉、9枯9閉 塁塁鉱
： [> l[ ［ とよ魯霞なよ 慧冒
は 9胄畠； ［ 塁閾甕覧〕‘且 碑骨
ぜ 碑区悼しが しちで麹すと る
ひ が有がた、 たた井町 ゜り
お 建志 寄尊松 松紅｝の区 に
立 てにせい本 本tと頭永 巨
ち らよら行訓 虎名り公田 大
寄 れ つ れ為導 雄ぉの園町 な 「完歩するぞ！」「オー ！」花小金井学園にて

麹町中 1年
まよ

平林万葉さん

子
ど
も
た
ち
が
人
権
尊
重
を
ア
ピ
ー
ル

「

人

権

意

識

啓

発

パ

ネ

ル

展

」

ち
ょ
っ
と
緊
張
‘
で
も
楽
し
か
っ
た
ョ

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
む
集
い

子
ど
も
体
験
教
室

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ

，
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「
有
事
人
生
」
（
事
有
る
が
人
生
）

こ
れ
は
私
の
座
右
銘
。
様
々
な
出
来

事
に
遭
遇
し
て
も
、
そ
れ
に
積
極
的

に
対
処
し
、
乗
り
越
え
る
体
験
を
積

み
重
ね
る
の
が
人
生
。
「
無
事
人
生
」

な
ど
を
願
っ
て
い
た
ら
、
毎
日
毎
日
を
ハ
ラ
ハ

ラ
し
て
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

激
動
の

二
十
一
世
紀
、
次
々
と
事
件
が
起
こ

る
。
世
界
情
勢
も
政
治
も
経
済
も
…
事
有
り
が

続
く
。
教
育
界
も
同
じ
。
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に

事
欠
か
な
い

。
子
ど
も
が
親
が
、
教
師
が
…
起

こ
す
事
件
に
し
ば
し
ば
驚
か
さ
れ
る
。
し
か
し
、

マ
イ
ナ
ス

「
事
有
り
」
は
負
の
様
相
だ
け
で
は
な
い
。
新
し

い
こ
と
も
あ
る
。
新
教
育
課
程
に
基
づ
く
学
校

教
育
が
こ
の
四
月
な
ら
実
施
さ
れ
る
。
本
区
の

幼
稚
園

・
小
中
学
校
の
研
究
主
題
と
実
践
、
研

究
推
進
校
（
文
科
省
・
都
教
委
・
区
教
委
指
定
）

の
研
究
発
表
の
内
容
を
見
て
も
そ
の
準
備
、
計

画
は
万
全
で
あ
る
。
と
く
に
学
校
週
5
日
制

（
い
わ
ゆ
る
土
曜
休
日
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も

各
園
・
各
校
か
ら
様
々
な
意
見
、
考
え
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
「
子
ど
も
に
対
し
、
計
画
的
な
休

日
の
過
ご
し
方
や
生
き
方
・
学
び
方
の
指
導
・

啓
発
す
る
」
な
ど
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
学
校
（
園
）
施
設
を
可
能
な
限
り
開

放
す
る
と
の
積
極
的
な
対
応
が
伺
わ
れ
る
。

チ
ャ
ン
ス
到
来
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
本
来
的
な
姿
を
復
活
さ
せ
る
時

が
来
る
の
で
あ
る
。
私
は
十
数
年
来
「
子
ど
も

は
家
庭
の
子
、
学
校
の
子
」
だ
け
で
は
な
い
、

「
町
の
子
」
で
も
あ
る
と
力
説
し
て
き
た
。
端
的

に
申
せ
ば
、
子
ど
も
の
成
長
に
は
、
住
ん
で
い

―’ 

る
町
の
雰
囲
気
や
歴
史
・
伝
統
、
習
俗
、
生
活
の

規
範
意
識
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の
姿
や
住
民
の

触
れ
合
い
（人
間
関
係
）
の
様
子
等
々
が
大
き
く

影
椰
す
る
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
は
町
の
中
で
町

の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

地
域
共
同
体
の
中
で
の
生
育
が
欠
か
せ
な
い
。

自
分
の
子
ど
も
時
代
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
。

幼
児
の
頃
、
教
会
の
日
曜
学
校
で
紙
芝
居
、
近
く

の
神
社
社
殿
の
階
段
に
腰
掛
け
て
お
年
寄
り
の
お

話
を
聞
く
。
楽
し
か

っ
た
。
道
を
歩
く
と
「
ヒ
デ

ォ
ち
ゃ
ん
ど
こ
へ
い
く
の
、
気
を
付
け
て
ね
」
と

八
百
屋
さ
ん
や
魚
屋
さ
ん
な
ど
か
ら
声
が
か
か
る
。

小
学
生
時
代
、
山
の
好
き
な
級
友
の
父
親
に
連
れ

ら
れ
て
初
め
て
富
士
登
山
し
た
時
の
感
動
は
い
ま

だ
に
心
に
残
る
。
材
木
屋
さ
ん
の
兄
ち
ゃ
ん
の
リ
ヤ

カ
ー
押
し
を
手
伝

っ
た
後
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

く
り
い
わ
ひ
で
お

千
代
田
区
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

想随

き
ょ
う
い
く

相
手
に
な

っ
て
も
ら

っ
た
。
夕
涼
み
の
縁
台
将
棋

も
懐
か
し
い
。
中
学
生
に
な
っ
た
最
初
の
年
、
学

習
内
容
が
全
く
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、
落
第
点
に

な
ら
な
か
っ
た
の
は
隣
人
の
大
学
生
の
手
助
け
の

お
か
げ
だ

っ
た
。
等
々
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
町

内
の
人
々
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
行
っ
た
。
地
域

の
人
た
ち
の
助
け
合
い
の
様
子
も
知
っ
た
。
そ
れ

が
あ
る
時
は
私
の
問
題
行
動
へ
の
抑
止
力
と
も
な

っ
て
い
た
。
町
の
子
は
こ
う
し
て
育
っ
て
い
く
。

一
時
期
、
子
ど
も
た
ち
は
不
幸
で
あ

っ
た
。

勉
強
、
勉
強
と
追
い

立
て
ら
れ
、
学
校
の
子
、

塾
の
子
、
そ
し
て
勉
強

一
点
張
り
の
家
庭
の
子

と
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
子
ど
も
の
成
長
に

は
、
勉
強
と
、

学
習
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で

あ
る
。
幸

い
本
区
の
町
内
会
や
社
会
教
育
関
係

の
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
た
活
動
が
盛
ん
で

あ
る
。
加
え
て
、
本
区
の
特
色
で
あ
る
、
本
の

町
、
情
報
産
業
の
町
、
企
業
の
町
、
大
学

・
専
門

学
校
の
町
、
病
院
の
町
、
政
治
の
町
、
そ
し
て

江
戸
城

（
皇
居
）

を
中
心
と
し
た
歴
史
の
町

等
々
を
調
和
よ
く
取
り
込
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
土
曜
休
日
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
地
域
共
同

体
の
更
な
る
構
築
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
を
望
み
た
い

。
も
ち
ろ
ん
、

学
校
側
か
ら
の

提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

幸
い
区
当
局
で
も
地
域
共
同
体
の
再
構
築
や

土
曜
休
日
の
た
め
の
必
要
予
算
も
計
上
さ
れ
る

と
聞
く
。
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
。

桜
の
つ
ぽ
み
が
ふ
く
ら
み
、
木
全
体
が
こ
い

ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
頃
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
胸
に
卒
業
生
は
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

卒
業
生
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
1
4
年
度
の
教
育
目
標
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
目
標
の
実
現
に
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
千
代
田
区
の
中
等
教
育
将
来
像
素
案
の
概
要

を
紹
介
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
、
今
後
も

多
く
の
区
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
新
た
な
中
等
教
育
の
実
現
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
が
始
ま
り

ま
す
。
既
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
各
校

先
行
実
施
し
、
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
そ
の
成
果
を
生
か
し
、
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

次
号
か
け
は
し
5
4
号
は
5
月
末
日
発
行
予
念
で
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
五
十
ー
ニ
号

平
成

14年
3
月

11日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
員
会

雷

蜘

千

代

田

区

九

段

南

1
,
6
,
1
1

6
(
3
2
6
4
)
2
1
1
1

内
3
1
1
4

花
開
き
、
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す

編

集

一後

一記
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